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は じ め に 

南あわじ 市 で は 、 こ の た び 平 成 21 年 度 の 埋蔵 文化 財 発 掘 調査 の 成果 概要 を 「『 南 あわ じ 市 埋蔵 文化 

財 発 掘 調査 年 報 WJ と し て 刊行 する 運び と な り ま し た 。 

全国 的 に は 終了 し つつ ある 画 場 整備 事業 で あり ます が 、 県 内 で も 有数 の 農業 地帯 で ある 南あわじ 

市 で は 現在 も 続い て お り 、 埋 蔵 文 化 財 行政 に と っ て 非常 に 厳し い 状況 で あり ます 。 

し か し 、 一 方 で 発掘 調査 に よっ て 得 ら れ た 新た な 知見 の 増加 に より 、 国 生み の 島 に お ける 南 あ わ 

じ 市 の 重要 性 や 、 他 の 時 代 に お いて も 非常 に 興味 深い 地域 で ある こと が ます ます 明らか に な りつ つ 

ある こと は 、 当 市 の 文化 財 行政 に と っ て 喜ば し いこ と で あり ます 。 

な に か と 暗い 話題 の 続く 昨今 で あり ます が 、 地 域 の 歴史 を 後世 に 継承 し て いく こと が 現代 社会 に 

生き る 我々 の 重要 な 責務 と 認識 し て お り ま す 。 

今回 刊行 いた し ます 年 報 は 、 調 査 概要 と いう 不 十 分 な 形 で は ある と 思い ます が 、 今 後 も さら な る 

努力 に より 地域 史 の 解明 と 当 市 の 文化 財 保護 と 理解 に 努め て いく 所 存 で す の で 、 ご 支援 賜り ます よ 

う よ ろ し く お 願 いし ます 。 

最後 に な り ま し た が 、 本 書 を 作成 する に あたり 、 ご 指導 ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 、 厚 く お 礼 

申し 上 げ ま す 。 

南あわじ 市 教育 委員 会 

教育 長 岡 田 肥 史 

例 言 

1. 本 書 は 南あわじ 市 教育 委員 会 が 2009 (平成 21) 年 度 に 実施 し た 、 埋 蔵 文 化 財 調査 の 記録 で ある 。 
2. 調査 は 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 の 山崎 裕司 ・ 坂 口 弘 貢 ・ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 が 担当 し た 。 

3. 出土 遺物 の 整理 作業 は 、 赤 井 友 美 ・ 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 白 川 裕二 ・ 富 岡 美 早 子 ・ 豊 田 亜希 

子 ・ 濱 本 善 美 ・ 樹 本 早苗 ・ 松 下 知 之 ・ 三 宅 靖 子 が 行っ た 。 

4. 本 書 の 編集 は 定 松 が 行っ た 。 執筆 ・ レ イア ウト に つい て は 文末 に 記し て いる 。 調査 担当 者 に つ 
いて は 、 調 査 一 覧 に 記す 。 

5. 各 遣 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作 成 に あたっ て は 、 下 記 の 方 の ご 協力 と ご 指導 を いた だ いた 。 こ 
こ に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る 。 (敬称 略 ) 

森岡 秀 人 
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第 1 草 埋蔵 文化 財 事業 の 動向 

平成 21 年 度 は 分 布 調査 1 件 、 確 認 調査 1 件 、 本 発掘 調査 3 件 を 実施 し た 。 分布 調査 は 新規 の 園 場 

整備 事業 で ある 。 分布 90ha、 確 認 500T、 本 発掘 3,213.3 届 、 分 布 を 除く 調査 面積 合計 が 3,713.3 宙 

と な り 、 こ こ 数 年 の 調査 面積 と 比較 し て 減少 し て いる 。 

発掘 調査 は 、 八 幡 地 区 ・ 御 陵 地 区 は 当年 度 で 調査 終了 と な り 、 阿 万 本 庄 地 区 、 新 規 に 開始 され た 

湊 里 地区 を 行っ た 。 

調査 成果 と し て は 、 賠 場 整 備 事業 は 八幡 地区 (大 野 遺 跡 ) で は 縄文 時 代 晩期 の 土器 が 出土 し た 。 

御 院 地 区 (石田 遺跡 ) で は 遺跡 の 西 限 を 確認 し 、 阿 万 本 庄 地 区 (井手 田 遺 跡 ) で は 飛鳥 一 鎌倉 時 代 

遺構 ・ 遺 物 を 、 湊 里 地 区 ( 里 原 田 ・ カ マス ・ 平 石 遺跡 ) で は 弥生 ・ 平 安 時 代 ・ 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 

を 確認 し た 。 

づ
 

Rm 
20.0 1,011.0 |11,494.9 |12.568.5 
92.31 885.3 | 7,292.67| 8,185.97 
90.0 500.0 | 3.,213.3 | 3.713.3 

* 単 位 ・ 分 布 調査 (ha) 調 査 面積 (nf) 臨 時 の 職員 数 は その 年 度 の の べ 人 数 
調査 量 と 職員 数 の 推移 1 
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お 

8 

本 発掘 調査 一念 - 一 分 布 調査 

調査 量 と 職員 数 の 推移 2 

啓蒙 普及 活動 と し て は 、 ト ライ や る ウィ ー ク で 三原 中 学校 

(5 月 18 一 22 日 ) 1 名 を 受け 入れ た が 、 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ 

の 影響 を 受け て 延期 と な り 、 南 淡 中 学校 (6 月 22 一 26 日 ) 2 

名 と 同時 に 受け 入れ た 。 8 月 4 日 に 南あわじ 市 内 の 教員 研修 

と し て 、 発 掘 調査 実施 中 の 井手 田 遺 跡 で 発掘 体験 と 勾玉 作り 

を 行っ た 。8 月 17 一 19 日 に は 市 内 の 小学 生 対象 に 勾玉 作り を 

実施 し た 。 

また 、 発 掘 調査 速報 展 平成 20 年 度 調 査 - を 市 内 4 ケ所 の 

施設 に 巡回 展示 し た 。 埋蔵 文化 財 調 査 事 務 所 で は 展示 スペ ー 

ス が な いた め 教 育 委 員 会 が 所 在 す る 西 淡 公 民 館 で 、 年 3 回 の 

展示 物入れ 替え を 目標 に 不定 期 の 埋蔵 文化 財 ミ ニ 展 示 を 行っ 

て いる 。 第 3 回 は 成 相 川 の 近く か ら 多 く の 土 器 が 出土 し た 幡 

多 遺 跡 下 内 田地 区 、 第 4 回 は 小さ な 島 に 13 基 の 古墳 が 造営 さ 

れ た 沖ノ島 古墳 群 、 第 5 回 は 「 正 月 丸 」 と 刻 書 され た 土器 が 

出土 し た 幡多 遺跡 野 水 EE 地区 の 出土 遺物 な ど を 展示 し た 。 

半 成 19(2007) 年度 
平成 20(2008) 年 度 
平成 21(2009) 年 度 
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第 2 章 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 
第 1 節 埋蔵 文化 財 調査 一 覧 表 お よび 調査 位置 図 
事業 名 』 調 決 果 

し 基盤 整備 促進 事業 (八幡 地区 ) . 6 ・ 奈 良 時 代 、 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 

瓦 な ど 古 代 と 思わ れる 遺物 を 中 心 に 
採集 



第 2 節 主 な 埋蔵 文化 財 調 査 の 成果 

お お の 

ー 6 次 調査 大 野 遺 跡 1 

所 在 地 _ 賀集 八幡 南 字 梅 原 外 

事業 名 _ 基盤 整備 促進 事業 

担当 者” 坂口 弘 頁 

種別 _ 本 発掘 調査 

調査 期間 
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調査 内 容 
本 調査 は 、 賀 集 八幡 南 地区 で 計画 中 の 団体 営 画 場 整備 事業 に 人 

1 

う 本 発掘 調査 で ある 。 

19.28m を 測る 水田 標高 14.33 一 ン 原平 野 西 部 の 大 日 川 支 流 で ある 山路 川中 流 右岸 域 

調査 は 、 工 事 に より 地下 の 遺跡 が 破壊 され る 部 分 6 ヶ所 (1 一 6 区 ) に つい て 重機 ・ 人 

は 、 三 調査 地 

か ら な る 【6】 

以下 調査 区 の 概要 を 記す 。 力 併 用 で 進め て いっ た 。 

ロ 調査 範囲 ミー 
画 6 次 調査 調査 区 | | 

1/4000) の 

調査 区 設定 図
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調査 地 の 南 東端 に 位置 する 幅 2.5m、 長 さ 約 34m の 逆 LL 字 型 の 調査 区 で ある 。 確認 し た 遺構 は 生 

調査 区 南西 部 に ある 東西 方 向 に の びる 溝 で ある 。2aー3a 区 で SD4 と 切 合 い 、SD 1 が 新しく 

SD4 が 古い 。 埋 土 が 細 砂 と な る こと か ら 流 水 し て いた も の と 思わ れる 。 出土 遺物 に は 備前 焼 と 思わ れ 

活 に 関係 する も の は 非常 に 少な く 、 溝 な ど が 主体 と な る 。 

【1 区 】 

の 小穴 (P 3 ・6 ・12) か ら る 縄文 土器 と 思わ れる 破片 が 出土 し て お り 、 周 辺 に 縄文 時 代 の 集落 が 

存在 する こと が 推測 され る 。 

SX11 が 古い 。 遺物 は 須恵 器 (9 ・10)・ 製 塩 土器 ・ 土 師 器 が 出土 し て お り 、 奈良 時 代 未 一 平安 時 代 初 

る スリ 鉢 の 底部 (1) や 細 片 化し た 土師 器 片 が 出土 し て お り 、 中 世 で る 後半 以降 の 時 期 が 想定 され る 。 

め 頃 と 思わ れる 。 

SD4 2 一 3 区 に ある 南北 方 向 の 溝 で ある 。 南 半 部 が SD 1 に 切ら れ た 形 と な り 、 中 央 部 が 一 段 低 く 

な る 。 遺構 か ら は 縄文 土器 (2・3) や 石 錦 (6 一 8) 

SD10_ 5 区 に ある 南北 方 向 に の びる 幅 約 70cm、 深 さ 27cm の 溝 で ある 。SX11 と 切 合 い 、SD10 が 新しく 

SD 1



SX11 調査 区 東 半 部 に ある 。5 a 区 の SD10 付 近 か ら ベー ス の 土壌 が 徐々 に 降下 し 、 谷 地形 を 形成 す 

る 。 7 b 区 北端 が 最深 く 約 50cm を 測る 。 埋 士 は 黒色 を な し 、 非 常に 粘性 が 強く 湧 水 が 多い こと か 

ら 湿 地 状 を 成 し て いた る の と 思わ れる 。 遺 物 は 、 費 文 土器 (4・5) や サ ヌ カ イト 片 が わずか に 出 

土 し て いる 。 

【2 区 】 
調査 地 西 端 に 位置 する 幅 2.5m、 長 き 約 36m の 東西 方 向 の 調査 区 で ある 。 確認 し た 遺構 は 溝 が 中 

心 で 、 調 査 区 中 央 に 柱 穴 状 の 遺構 が わずか に 分 布 す る 。 

SD1 調査 区 東端 に 位置 する 南北 方 向 の 溝 で 幅 40 一 90cm を 測る 。 出 土 遺物 に は 土師 器 皿 (11)・ 五 

容 塊 (12) が ある 。12 世 紀 後 半 一 13 世 紀 前 半 頃 と 思わ れる 。 

SD8 調査 区 中 央 を 東西 に の びる 溝 で 、 長 さき 約 21.5m を 測る 。 西 側が 狭く 東 に 向かっ て 広く な る と 

同時 に 深く な る 。 溝 が 深く な る 東端 部 は 、 検 出 面 か ら の 深 さ が 約 50cm と な り 、 南 北方 向 に 方 向 が 変 

わる 。 中 層 か ら 下 層 に か け て は 流水 し た よう な 状況 で ある 。 遺 物 は 土師 器 皿 (19 一 16)・ 小 皿 (20) 

や 土師 突 鍋 (17 一 19)、 上 瓦 器 塊 (21)、 須 恵 器 こね 鉢 (22・23)、 青 磁 碗 (24・25)、 瓦 質 鍋 な ど が 出 

土 し て いる 。 時 期 的 に は 13 世 紀 一 15 世 紀 後 半 頃 の 比較 的 長い 時 期 幅 を 有する と 思わ れる 。 

SD24 調査 区 西端 に 位置 する 幅 40 一 80cm の L 字 状 の 溝 で あ 

る 。 溝 束 黄 で 土師 器 皿 1 個体 (26) と 小皿 4 個体 (27 一 90) 

が 出土 し た 。 出土 し た 土師 器 5 個体 は は ほぼ 完 形 で ある こと 

か ら 、 意 図 的 に 置か れ た も の と 思わ れる 。 比 較 的 器 高 が 高 

く 14 世 紀 中 頃 一 後半 頃 が 想定 され る 。 

SB 1 大半 が 調査 区 北側 に 想定 され る た め 全 体 規 模 は 不明 3 

で ある が 、 東 西 2 間 分 の 柱 療 (P17・18・21) を 確認 し た 。 

柱 問 は 1.6 一 1.7m を 測る 。 出土 遺物 は 図 化 で き な い が 土師 2 区 SD24 遺 物 出土 状況 ( 北 束 よ り ) 

容 片 が あり 、 中 世 頃 が 想定 され る 。 

【3 区 】 
南 池 の 南 に 位置 する 幅 2.0 一 2.5m、 長 さき 約 81m の 調査 区 で ある 。 東 に 向かっ て 傾斜 し て お り 、 調 

査 区 束 が 谷地 形 を 成 し 、 遺 構 分 布 の 中 心から や や 外れ た 地点 に 位置 する も の と 思わ れる 。 確認 し た 

遺構 に は 、 生 活 に 関連 する 遺構 は 少な く 、 溝 や 落 込 み が 中心 と な る 。 

SD17 11a 一 14a 区 東 半 部 に 位置 する 南北 方 向 に の びる 幅 約 1 mm、 長 さき 約 12m の 溝 状 の 遺構 で あ 

る 。 出土 遺物 に 染 付 が あり 、 近 世 以 降 と 考え られ る 。 

SX14 SD17 の 下層 で 確認 し た 。 ベ ー ス と な る 黄色 系 の 粘 質 土 層 が 11 a 一 12a 区 周辺 で 降下 し 落 込 み 

を 形成 する 。 出土 遺物 は 西方 か ら 流 れこ ん で きた よう な 形 で 須恵 器 (31・32・34) ・ 土 師 器 35・ 

36)・ 製 塩 土 器 (37・38) な ど が 出土 し て いる 。 落 込み 内 は 凹凸 が あり 、 北 方 の 窪み 状 の 遺構 か ら 

出土 し た 土師 器 天 (35) は 内 産 と 思わ れる 。 

SK19・20 14a 区 に 位置 する 浅い 土塊 で ある 。 いずれ る $ 調 査 区 西側 に の びる 。SK19 か ら は 須恵 器 款 

蓋 (39) が 出土 し て お り 、 時 期 は 奈良 時 代 前 半 頃 と 考え られ る 。SK20 か ら の 出土 遺物 は な い が 、 埋 

土 が SK19 の 色調 と 同様 で ある こと か ら 同 時 代 の 遺構 と 思わ れる 。 

SD23・25 調査 区 南部 に 位置 する 幅 約 0.3 一 1.0m の 溝 で ある 。 中 間 地 点 に 現代 の 井戸 が あり 、 湧 水 
の た め 調 査 区 が 分 断 さ れ た 形 と な る が 、 両 者 は 同一 の 遺構 と 思わ れる 。 溝 は 南北 方 向 に の びる が 、 

南端 で 西 に 方 向 を 変え る 。 出土 遺物 は 非常 に 少な い が 、 上 互 器 塊 (41) や 土師 器 片 が 出土 し て お り 、 
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時 期 は 中 世 頃 と 考え られ る 。 

【4 区 】 ーー 
調査 地 中 央 部 の 高良 神社 北側 に 位置 する 調査 区 で ある 。 長 き 約 44m、 最 大 幅 8 mm の 東西 に 細長 い 

調査 区 で ある 。 遺構 は 耕作 土 下 約 10cm の 黄色 系 粘 質 土 上 面 で 確認 し た 。 

SK11 3a 区 に 位置 する 幅 1.28m、 最 大 の 深 さ 約 35cm の 土塊 で ある 。 遺 物 は 須恵 器 が 出土 し て いる 。 

SK12 _SK11 の 西側 に 隣接 する 幅 85cm、 最 大 の 深 さ 約 35cm の 土塊 で ある 。 遺 物 は 須恵 器 広口 春 (45) 

が 出土 し て お り 、 時 期 は 奈良 時 代 頃 と 考え られ る 。 

SX16 調査 区 の 東方 に 位置 する 3.0 一 3.5m あ まり の 不定 形 な 遺構 で ある 。 奈良 時 代 の 遺構 を 確認 し 

た 区 色 系 粘 質 土 の 土 質 ・ 色 調 が 部 分 的 に 異な る 部 分 が あり 、 プ ラン や 深度 は 明確 で な い 。 遺 物 は 縄 

文 土 器 (42) や サ ヌ カ イト 片 が わずか に 出土 し た 。 北側 に 位置 する SX13・14 も 同じ よう な 遺構 で あ 

る 。 

【5 区 】 
区 の 中 央 か ら 北 側 に の びる 幅 2.4m、 長 さ 約 25m の 排水 路 に 伴う 調査 区 で ある 。 調査 区 の 南部 

で は 、 耕 作 土 下 約 10(cm で ベー ス の 黄色 系 粘 質 土 が 堆積 し 、 北 方 向 に 向かう に つれ 隆 下 し 、 耕 作 土 下 

約 35cm に 位置 する 。 

調査 区 北 半 部 を 中 心 に 東西 方 向 の 溝 状 の 遺構 な ど を 確認 し た 。 い ずれ の 遺構 も 遺物 が 非常 に 少な 

< く 時期 は 不明 。 

【6 区 】 
4 区 の 南 、 高 良 神 社 の 西 に 位置 する 東西 12m、 南 北 17m の 三角 形 の 調査 区 で ある 。 土 や 溝 な ど 

を 確認 し た が 、4・5 区 同様 に 遺構 数 ・ 遺 物量 共に 非常 に 少な い 。 

SK10 調査 区 北東 部 に 位置 する 東西 70cm、 南 北 45cm、 深 さ 35cm の 土塊 で ある 。 遺 物 は 須恵 器 片 (46) 

が 出土 し て いる 。 埋 士 の 色調 が 5 区 SK11・12 と 似 て いる こと か ら 、 時 期 は 奈良 時 代 頃 と 思わ れる 。 

中
 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 縄 文 時 代 ・ 奈 良 時 代 ・ 中 世 を 中 心 と する 遺構 ・ 遺 物 を 確認 する こと が で きた 。 し 

か し 、 調 査 区 の 大 半 が 水路 に 伴う 狭い 範囲 で ある こと や 、 現 在 の 男 場 の 境界 付近 で ある た め 具 体 的 

な 状況 は 把握 が 困難 な 部 分 が 多い 。 

縄文 時 代 に つい て は 、 調 査 地 南 東部 の 1 区 と 中 央 部 の 4 区 に 分 布 す る 。 遺物 は 全体 的 に 小さ な 破 

片 で ある が 、 晩 期 (滋賀 里 II・ 四 ・V 式 ) 頃 に 位置 付け で きる 。 遺 物量 は 1 区 周辺 が や や 多い 傾向 

に ある の と 幾つ か 遺構 が 分 布 す る こと か ら 、 周 辺 に 縄文 時 代 の 集落 が 存在 する 可能 性 が 高い 。 

奈良 時 代 は 、3 区 西側 周辺 を 中 心 に 遺構 が 分 布 し 、 時 期 的 に 前 半 頃 が 中 心 に な る と 思わ れる 。 こ 

れ ま で の 2 一 4 次 調査 成果 を 考慮 すれ ば 、 中 池 か ら 3 区 の 南部 、 南 北約 250m の 範囲 に 遺構 が 広 が 

る と 思わ れる 。 4・6 区 で も 遺構 が 確認 され て いる が 、 分 布 は 少な く 遺 跡 の 縁辺 部 の よう な 状況 で 

ある 。 ま だ た 面 的 に 調査 が 実施 され た 部 分 は 少な いも の の 、2 次 ・4 次 (1 区 ) で 円 面 古 や 本 調査 の 

3 区 (SX14) か ら 畿 内 産 と 思わ れる 土師 器 が 出土 し て いる こと が 注意 され る 。 

最後 に 中 世 で ある が 、 調 査 地 西 部 の 2・3 区 に か け て 遺構 が 分 布 し 、2 次 調査 の 成果 を 合わ せ て 

考え る と 北側 は 南 池 の 西側 周辺 まで 遺構 が 広がる と 考え られ る 。 (坂口 ) 
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2 石田 遺跡 一 2 次 調査 

所 在 地 _ 人 賀集 鍛冶 屋 字 石田 

事業 名 _ 経営 体育 成 基盤 整備 事業 

担当 者 的 崎 薫 

種 _ 別 _ 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 21 年 7 月 13 日 一 7 月 15 日 . 

調査 面積 93.5mi - 。 4 

1 調査 内 容 
本 調査 対象 地 は 溢 路 島 最 大 の 平野 で ある 三原 平野 の 
南西 端 に 位置 し 、 標 高 約 28m の 緩 斜 面 に 立地 する 田園 
地帯 で ある 。 調査 地 東側 に 接する 県 道 洲本 治 賀 集 線 の 
建設 時 に は 、 県 教育 委員 会 の 本 発掘 調査 で 奈良 時 代 の 
建物 な ど が 確認 され て いる 。 
上 記事 業 に 伴っ て 行っ た 確認 調査 と 県 教委 の 調査 か 
ら 判 断 し た 結果 、 人 遺構 は 希薄 な が ら も 事業 対象 地 に 広 
が っ て いる 可能 性 が ある と し て 、 遣 跡 に 影響 が 及ぶ 範 ヘ 、// 
囲 の 記録 保存 を 行う こと と な っ た 。 調査 は ん ・B 地区 調査 区 設定 図 
に 分 け て 行っ た 。 
【A 地区 】 
43.7m の 調査 を 行っ た 。 小 土塊 (遺構 1) と 溝 (遺構 2) を 検出 し た 。 遺構 1 は 遺物 が 出土 し て 

いな いた め 時 代 は 不明 で ある 。 遺 構 2 は 幅 約 50cm で 深 さ は 約 10 一 20cm を 測り 、 県 道 の 調 査 で も 確認 

きれ て いた 溝 の 続 き で ある 。 こ こ か ら は 奈良 時 代 と 考え られ る 土師 器 や 須恵 器 ・ 製 塩 土器 の 破片 が 
出土 し て いる 。 

A 地 区 

【B 地区 】 
A 地 区 の 西側 に 接する 調査 区 で 、49.8 を 調査 し た が 、 遺 構 は 確認 で き な か っ た 。 調査 区 全域 に 

お いて 、 浅 い 地 点 で 地 山 と な る 克 層 を 確認 し て いる 。 

2 まとめ 

調査 の 結果 、 今 回 の 調査 区 は 石田 遺跡 の 西 限 に 位置 し て いる た め 、 遺 構 が 希薄 で あり 、 確 認 で き 

た 遺構 は 小 土 院 と 奈良 時 代 の 溝 だ け で あっ た 。 遺 跡 の 中 心 は 県 道 を 挟ん だ 東側 に ある と 考え られ 、 

今後 は この 周辺 で の 開発 に 注意 を 要する 。 的 崎 ) 



3 井手 田 遺 跡 一 2 次 調査 

所 在 地 阿 万 上 町 字 井 手 田 外 

事業 名 経営 体育 成 基盤 整備 事業 

担当 者 山崎 裕司 

種 _ 別 _ 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 21 年 7 月 30 晶 

調査 面積 約 2.223 各 

1 調査 内 容 

当 遺 跡 は 南あわじ 市 の 南端 、 埋 屋 川 に よっ て 形成 され た 標高 1 一 14m の 低 平 な 沖積 地 か ら 扇 状 地 
末端 に 位置 する 。 調査 地 の 北 束 方 和合 に は 中 世 の 山 城 と 伝え られ る 郷 殿 城跡 、 束 方 向 に は 弥生 時 代 後 
期 一 終末 期 ・ 中 世 の 河 内 遺跡 、 北 西 一 ー 西 方 向 に は 平安 時 代 末 と 伝え られ る 塩屋 古城 跡 や 弥生 一 一 平安 
時 代 の 初 田 遣 跡 な ど が 分 布 する 。 また 南西 方 向 に は 条 里 型 地 割 の 名 残 と 思わ れる 土地 区 画 が 見 られ 
る 。 

平成 16 年 度 の 当 事 業 に 伴う 分 布 調 査 に より 遺跡 の 存在 が 明らか に な り 、 平 成 18 年 度 に は 兵庫 県 教 
育 委 員 会 に よっ て 主要 地方 道 洲 本 灘 賀集 線 ( 阿 万 バイ パス ) 道路 改良 事業 に 伴う 確認 ・ 本 発掘 調査 
が 行わ れ 、 弥 生 時 代 一 中 世 の 複 合 遺 跡 で ある こと が 明らか に な っ た 。 平成 20 年 度 に 当 事 業 に 伴う 確 
訟 調査 を 行い 、 そ の 結果 に 基づき 、A- 1 一 3・C- 1 一 4 地区 で 本 発掘 調査 を 行う こと に な っ た 。 

【A- 1 一 3 地区 】468m 

旧 塩 屋 川 に よっ て 形成 され た 中 州 上 に 位置 する と 推定 され る 調査 区 で 、 上 述 の 県 教委 本 発掘 調査 
区 東側 に 隣接 する 。A- 1 地区 を 中 心 に 飛鳥 一 鎌倉 時 代 の 遺構 が 検出 され た 。 

洪 30 幅 1.5 一 1.8m、 最 深 約 0.3m を 測る 。 溝 上 層 部 か ら 飛 島 時 代 頃 と 思わ れる 須恵 器 の 蓋 株 (8 
ー10) や 土師 器 の 長 胴 誤 (1) 等 が 出土 し て お り 、 埋 没 し た 時 期 を 示す る の と 思わ れる 。 
洪 138 幅 1.4 一 1.7m、 最 深 約 0.4m を 測り 、 断 面 逆 台形 を 星 す る 溝 で ある 。 下層 か ら 奈 良 時 代 後 半 
頃 と 思わ れる 近 B 身 (14) が 出土 し て いる 。 県 教委 の 調査 で 塩屋 川 旧 河道 と 接続 する こと が わか っ 
て いる 。 

建物 1・2・6 は ほぼ 同 方 位 (N 2 一 5?” W) を 示す 。 建物 1 は 東西 1 間 以 上 、 南 北 2 間 以上 の 側 
柱 建物 、 建 物 2 は 東西 、 南 北 共 1 間 以 上 、 建 物 6 は 東西 1 間 以 上 、 南 北 2 間 以上 の 側 柱 建 物 で ある 。 
図 化 で きる 出土 遺物 が 無く 、 時 期 不 明 で ある 。 

建物 3 _ 柱 穴 か ら 雪 蓋 語 (16) が 出土 し て お り 、 奈 良 時 代 の 建物 と 思わ れる 。 東西 2 間 、 南 北 2 間 
以上 の 側 柱 建物 と 思わ れる 。N20?” W を 示す 。 

建物 4・5 _ 同 方 位 (N15* E) を 示し 、 東 側 の 柱 筋 が 一 直線 に 並ぶ こと か ら 、 前 後 し て 建て られ 
だ 可能 性 が 高い 。 た だ し 前 後 関係 は 不明 で ある 。 建 物 4 は 東西 1 間 以 上 、 南 北 3 間 の 総 柱 建物 、 建 
物 5 は 東西 1 間 以 上 、 南 北 2 間 で 北側 に 席 が 付属 する 側 柱 建物 と 思わ れる 。 図 化 で きる 出土 遺物 は 

無かっ た が 、 建 物 4 が 総 柱 で 、 県 教委 の 調査 で 鎌倉 時 代 の 建物 が 多数 検出 され て いる こと か ら 、 鎌 
倉 時 代 と 思わ れる 。 

【C- 1 一 4 地区 】1,755mT 

塩屋 川 の 自然 堤防 上 に 位置 する 調査 区 で ある 。C - 1 地区 で 奈良 時 代 、C- 2 一 4 地区 で 鎌倉 時 
代 を 中 心 と する 遺構 が 検出 され 、 特 に C- 2 地区 か ら C- 3 地区 南部 に か け て 遺構 が 集中 し て いた 。 



建物 1 _N25" W を 示し 、 数 行 2 x 桁 行 2 間 の 側 柱 建 物 で ある 。 隣 接する 系 地 状 遣 構 41 に は 奈良 時 

代 前 半 頃 と 思わ れる 土器 だ まり が 形成 され て いた こと か ら 、 奈 良 時 代 の 建物 で は な いか と 思わ れる 。 

また 隣接 する 土 志 79 る 同時 期 と 思わ れ 、 埋 士 に 炭 や 焼 土 が 含ま れ 、 わ ず か だ が 骨 片 る 出土 し て いる 。 

建物 2 ・3 ほぼ 同 方 位 (N18* W) を 示す 中 世 の 建 物 群 で ある 。 建 物 2 は 梁 行 2 x 桁 行 3 間 の 側 

柱 建 物 、 建 物 3 が 梁 行 1 x 桁 行 3 な いし 4 間 の 建物 と 思わ れる 。 

建物 4・5・9 建物 4 が N 5*" E を 示し 、 建 物 5・9 る も 同じ よう な 方 位 を 示す 。 中 世 の 同 時 期 の 

建物 群 と 推 竹 され る 。 建物 4 が 最も る 規模 が 大 きく 、 集 落 の 中 心 的 な 建物 と 考え られ る 。 建物 4 は 構 

造 が 複雑 で ある が 、 潜 行 2 x 桁 行 3 間 の 総 柱 建物 が 基本 と 思わ れ 、 南 側 に 克 、 北 側 に は 席 と 孫 席 が 

付属 する 。 和 建物 5 は 当行 2 x 桁 行 2 間 の 総 柱 建 物 、 建 物 9 は 当行 1 x 桁 行 3 間 の 建物 と 思わ れる 。 

建物 6・7・8 建物 6 が N12*” E を 示し 、 建 物 7・8 る 同じ よう な 方 位 を 示す 。 中世 の 同時 期 の 

建物 群 と 推定 され る 。 建物 6 は 行 2 x 桁 行 3 間 の 総 柱 建物 で 、 建 物 7 は 柱 通 り が 悪い が 当行 2 x 

桁 行 3 間 の 側 柱 建物 と し た 。 建物 8 は 梁 行 1 x 桁 行 3 間 の 建物 と 思わ れる 。 

2 まとめ 

A-ー1 一 3 地区 で は 飛島 時代 や 奈良 時 代 頃 の 溝 、 奈 良 時 代 や 鎌倉 時 代 頃 の 掘 立柱 建物 が 検出 され 

た 。A- 2 地区 で は 旧 河 道 跡 が 検出 され て いる こと か ら 、 遺 跡 範 囲 は 東側 に は あま り 広 が ら な いと 

推測 され る 。 

C- 1 一 4 地区 で は 奈良 時 代 頃 の 建物 や 土器 だ まり 、 中 世 の 建 物 群 が 検出 され た 。 中 世 の 建 物 群 

は 方 位 か ら ① 建 物 2・3 、② 建 物 4・5・9、③ 建 物 6・7・8 の 3 群 に 分 類 で きる 。 柱 穴 出土 遺 

物 で は ② が 最も 新しく 、 瓦 器 塊 の 26 や 37 は 外面 に ミガキ が 見 られ ず 、 高 台 が 非常 に 退化 し て いる こ 

と か ら 、13 世 紀 後 半 頃 と 思わ れる 。③ は 建物 の 方 位 や 構成 な ど が ② に 比較 的 似 て お り 、 前 後 関係 に 

ある と 思わ れる 。 ①・③ 出 土 の 上 問 塊 に つい て 、② よ り 古 いも の し か 確認 で き な か っ た こと か ら 、 

① っ ③ っ ② か ①=③ っ ② の 順 で 推移 する と 思わ れる 。 前 者 で あれ ば ① は 平安 時 代 未 に 遡る 可能 性 も 

ー12ー 
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月 6 日 ーー 10 月 19 日 

500mT (125 ヶ 所 ) 調査 面積 

調査 内 容 
本 調査 対象 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 

1 

ヽ 

か の ど 

叶 堂 

合流 する 左岸 
みな と くち 

三原 川 ヵ 大 日 川 と ン 

湊 口 神社 、 

等 遺跡 が 多く 立地 する 。 ) 

原平 野 が 播磨 灘 に 面 し 

周辺 に は 山 の 口 古墳 や 式 内 社 で ある Oo 

湊 城 跡 (室町 時 代 ン (弥生 ・ 平 安 ・ 室 町 時 代 ) 

べ る 。 

29.4m を 測る 田園 地帯 に 位置 する 標高 2.2 一 

、 後 山 遺 跡 

以下 、 主 要 な 調査 区 の 概要 を 述 

No5 耕作 土 直 下 で 土 を 検出 し た 

城跡 (室町 時 代 ) 

ミ 、 直 径 約 90cm、 深 調査 区 外 に 続く た め 全体 の 規模 は 不明 だ ヵ 

さ 約 60cm を 測る 。 時 期 判定 不可 能 な 土師 器 片 が 少量 出土 し た 。 

不明 で ある 。 

O 

性 格 は ミ 
レン 4 層 は 柱 痕 と 考え られ る ヵ 

調査 区 設定 図



No10 包含 層 か ら 製 塩 土器 ( 脚 台 四 式 ・ 古 墳 時 代 

代 の 遺構 ・ 遺 物 は 確認 で き て いな い 。 

No30 西 ノ 池 と 谷田 池 に 挟ま れ た 調査 区 で ある 。 

物 が 出土 し て お ら ず 、 時 代 は 不明 で ある 。 

No46_5 一 7 層 を ベー ス に 小穴 が 、14 層 を ベー ス 

・56・57・59 包含 層 よ り 縄 

・60 _ 窯 壁 と 思わ れる 須恵 質 の 土塊 が 出 コ 

) が 多量 に 出土 し た 。 周辺 の 調査 区 か ら は 古墳 時 

幅 約 45cm、 深 さ 約 20cm の 溝 を 検出 し た 。 溝 か ら 遺 

こ に 大 型 の 柱 穴 が 掘り 込ま れる 。 大型 柱 穴 に は 明瞭 

柱 痕 が み ら れ た 。 遺 物 は 1 点 の み で ある た だ ため 明 確 な 時 期 は 不明 で ある が 、 中 世 頃 の 可能 性 が 高い 。 

上 ト 塊 を 6 基 確 認 し た 。 遺構 か ら 遺 物 の 出土 は な い 。 

上 玉 を 5 基 確 認 し た 。 土塊 1 か ら は 土師 如 」 

目 叩 き が 施さ れ た 須恵 質 平 瓦 が 出土 し た 。 

上 し 、 近 辺 に 律令 期 の 瓦 穴 が あっ た 可能 性 が 考え られ る 。 

皿 が 4 点 出 土 し た 。 平安 時 代 と 思わ れる 。 

No63 

は 未確認 で ある 。 

No79 地 山 を ベー ス に 溝 状 の 遺構 を 確認 し た 。 上 

< く 出土 し て いる 。 今回 の 調査 範囲 の 中 で 、 弥 生 時 

で ある 。 

No83 地 山 で ある 黄色 系 粘 質 土 を ベー ス に 大 き な 溝 の 肩 部 を 確 

上 層 に は 律令 期 の 土師 器 と 須恵 突 が 多く 含ま れ て いる 。 

No86 _ 地 山 を ベー ス に 小穴 を 確認 し た 。 中 

が 出土 し た 。 

No88 上 層 の 包含 層 に は 大 量 の 律令 期 の 土器 が 含 

生 土器 や 凹 基 式 石 人 が 出土 し て いる 。 

8 層 の 

心 の 注意 を 要する 。 遺 構 か ら は 弥生 土器 が 出 コ 

No91 微 高地 上 に 位置 する 。 遺構 面 を 2 面 確認 し 

5 層 上 部 が 熱 を 受け て 赤 変 し て お り 、 土 器 が 審 集 し て 出 コ 

No74 地 山 で ある 黄色 系 粘 質 土 を ベー ス に 遺構 が 掘り 込ま れる 。 遺構 か ら 遺 物 は 出 コ 

包含 層 か ら は 土師 器 や 須恵 器 ・ 瓦 器 な ど が 多く 出土 し て いる 。 

層 の 包含 層 か ら は 多く の 須恵 代 ・ 土 師 器 の 他 に 有 溝 土 舞 

上 ト し た 。 平安 時 代 と 思わ れる 。 遺 構 

し て いな いぶ が 、 

層 の 包含 層 か ら 土 師 器 や 弥生 時 代 後期 の 遺物 が 多 

後期 の 遺物 が 出土 し て いる の は この 調査 区 の み 

認 し た 。 溝 は 東西 方 向 に 走り 、 埋 土 

まれ 、 和 製塩 土器 や 窟 片 を 確認 し た 。 下層 か ら は 弥 

No89 彼 高 地上 に 位置 する 。5 層 に は 多く の 弥生 土器 が 含ま れる 。9 層 上 面 で 遺構 を 検出 し た が 、 

黒褐色 粘 質 土 か ら 掘 り 込 まれ て いる 。 遺構 埋 コ 

ト し て いる 。 

上 と 酷似 し て いる た め 、8 層 上 面 で の 検出 は 細 

た 。 第 1 遺構 面 は 7 層 上 面 か ら 中 世 の 遺 構 が 掘り 

込ま れる 。 遺構 か ら 土 師 突 や 瓦 右 が 出土 

を 確認 し た 。 遺 構 か ら は 弥生 時 代 前 一 中 期 の コ 

が 含ま れ て いる 。 8 層 か ら は 古 

に 寺 が 建立 され て いた 可能 性 が 考え られ る 。 

No108 耕作 土 直 下 の 包 含 層 より 多量 の コ 

東西 方 向 の 幅 約 80cm、 深 さ 約 60cm の 溝 を 確 

れる 。 落ち の 埋 土 上 部 より 多量 の 土師 器 片 が 出土 

し て いる 。 

上 突 が 大 量 に 出土 し た 。 ま た 7 一 9 

代 末 一 中 世 初 頭 の 軒 丸 瓦 が 出土 し て いる 。 こ の 上 瓦 は 内 区 に 夢 

外 区 に 唐草 文 を 持つ 讃岐 系 の 軒 丸 瓦 と 考え られ る 。 

第 2 遺構 面 で は 15 層 を ベース に し て 潮 状 の 遺構 
層 に も 大 量 の 土器 

研 文 
画 場 が 「 寺 内 」 と いう 小字 で あり 、 周 辺 西 隣 の 

上 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 製 塩 土 器 ( 丸 底 四 ・V 式 ) が 出土 し た 。 

認 し 、 少 量 の 土師 科 や 製塩 土 突 片 が 出 コ 

Nol12 深き さ 約 60cm の 落ち を 検出 し た 。 南側 の 肩 部 し か 検出 で き て いな い が 、 潮 の 可能 性 が 考え ら 

上 し た 。 

し 、 内 黒 の 黒色 土器 を 含む 。 

土器 ( 丸 底 V 式 )・ 

Nol117 

サ ヌ カ イト の 石 核 や 剥 片 が 多く 

Noll6 北東 一 南西 方 向 の 幅 約 80cm、 深 さ 30cm の 漠 を 検出 し た 。 包含 層 よ り 土 師 突 ・ 須 恵 突 ・ 製 塩 

出土 し た 。 

土塊 を 12 基 検出 し 、 土 塊 1・5 よ り 瓦 器 塊 が 出土 し た 。 

ー20ー 



2 まとめ 

調査 の 結果 、 広 範囲 で 弥生 時 代 一 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 を 確認 し 、 そ れ ぞ れ 里 原田 遺跡 ・ み マス 遺跡 ・ 

平石 遺跡 の 3 遺跡 に 分 か れる 。 

里 原 田 遺 跡 は ん ーG 地点 の 7 ケ所 に 分 か れる 。A 地 点 は 既に 遺跡 登録 きれ て いる 人 箇所 で ある 。B 

地点 は 平成 6 年度 に 行っ た 確認 調査 で 池ノ上 遺跡 と し て 登録 し て いた が 、 今 回 の 調査 で 里 原 田 遺 跡 

に 統合 し 、 名 称 変 更 す る 。 前 回 の 確認 調査 で は 谷 筋 に 当たる 調査 区 より 遺物 が 出土 し て いた こと か 

ら 、 北 西 に ある 尾根 上 に 遺構 が 埋蔵 され て いる と 考え て いた 。 今回 尾根 上 に 設定 し た 調査 区 で は 遺 

構 は 確認 で きず 、 田 造成 時 に 大 きく 削ら れ て いる よう で ある 。C 地点 は 時 代 不 明 の 溝 を 確認 し た 。 

D 地 点 は 平安 時 代 の 遺構 が あり 、 出 土 遺物 か ら 周 辺 に 瓦 穴 が 営ま れ て いた 可能 性 が 考え られ る 。E 

地点 は 遺構 の 確認 は で き な か っ た が 、 十 墳 時 代 の 製塩 土器 ( 脚 台 和 四 式 ) の み が 大 量 に 出土 し た 。 時 

期 は 異な る が 、 南 に 立地 する 後山 遺跡 で も る 同様 に 製塩 土器 ( 丸 底 V 式 ・ 平 安 期 ) の み が 多 量 に 出土 

し て お り 、 海 岸部 より や や 入っ た 丘陵 上 で 製塩 土器 の み 出 土 す る の は 分 業 を 示唆 し て いる の か 、 類 

例 の 増加 を 待ち た いと 思う 。F ・G 地 点 は 柱 穴 と 思わ れる 大 型 土 撤 を 確認 し 、 中 世 の 居 館 な どの 存 

在 が 考え られ る 。 

カマ ス 遺 跡 は 明確 な 生活 遺構 は 確認 で き な か っ た が 、 熱 を 受け て 赤 変 し た 面 と 小片 化し た 土器 片 

が 出土 し て お り 、 周 辺 に 中 世 遺 構 の 埋蔵 の 可能 性 が 高い 。 

平石 遺跡 は 今回 の 調査 で 弥生 一 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 を 包 蔵 する 広範 囲 の 遺跡 と な っ た 。 北側 に ある 

ショ ッ ピ ング セン ター 建設 に 伴う 確認 調査 で は 、 施 設 と 駐車 場 の 間 を 走る 道路 を 境 に 施設 側 は 三原 

川 の 池 藩 原 、 駐 車場 側 は 微 高 地 と 後背 湿地 と な っ て いた 。 今回 は 標高 5 m を 境 に 後背 湿地 と 遺構 が 

立地 する 丘陵 と な る 。 丘陵 上 の No89・91 で は 弥生 時 代 の 遺構 を 確認 し た 。Nol17 か ら は 多く の 土 匠 

を 検出 し 、12 世 紀 半 ば と 思わ れる 。 後 背 湿 地 で は 平安 一 中 世 の 遺 物 が 出土 する 。 谷 筋 に あたる No80・ 

107・108・111 よ り 製 塩 土器 ( 丸 底 四 ・V 式 ) が 多量 に 出土 し た 。 

" 湊 "は 淡路 国 の 国 津 と 考え られ て いる 重要 な 地域 で あり 、 官 衛 的 性 格 を 帯び た 遺跡 が 包 蔵 きれ て 

いる 可能 性 が ある 。 調 査 対 象 外 で ある が 平石 遺跡 南部 に 張り 出し が 認め られ 、 字 名 ( 居 屋 敷 ・ 土 井 ・ 

前 田 ) か ら 中 世 居 館 の 存在 を 推定 で き 、 官 衛 的 役割 を 担っ て いた 可能 性 る も 考え られ る 。 

( 定 松 ・ 的 崎 ) 

No. 5 

10YR5/4 に ぶ い 黄 褐 色 粘 質 土 
10YR6/2 灰 黄 褐 色 粘 質 土 (Mn 含む ) 
10YR4/3 に ぶ い 黄 褐 色 粘 質 土 
10YR6/2 灰 黄 褐 色 十 7.5YR4/6 褐 色 シ ルト 質 土 
7.5YR4/6 褐 色 十 10YR6/2 灰 黄 褐 色 シ ルト 質 土 
10YR5/8 黄 褐色 十 10YR8/2 灰 白色 粘 質 土 (Mn 含む ) ③⑦
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耕作 土 
2.5Y6/3 に ぶ い 黄色 粘 質 土 (Fe 沈着 ) 
10YR5/6 黄 褐色 粘 質 土 (遺物 含む ) 
10YR5/7 黄 褐色 粘 質 シ ルト (遺物 含む ) 
10YR5/8 黄 褐色 粘 質 シル ト (Mn・ 遺 物 含 む ) 
2.5Y6/3 に ぶ い 黄色 粘 質 シル ト (Mn 多く ・ 遺 物 含 む ) 
2.5Y5.5/3 黄 褐色 粘 質 シ ルト (Mn 多く 含む ) 
2.5Y7/4 礎 混 浅 黄色 粘土 (の 10cm 以 下 腐 り 礎 多 く 含 む ) 
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耕作 土 
2.5Y5/2 暗 灰 黄色 粘 砂 質 土 (Fe 沈着 ) 
10YR5/6 黄 褐色 粘 質 土 
10YR4.5/6 褐 色 粘土 十 10YR6/2 灰 黄 褐 色 粘 質 土 (遺物 含む ) 
10YR4/6 褐 色 粘 土 填 2.5Y5/2.5 暗 灰 黄色 粘 質 土 
10YR5/6 黄 褐色 粘 質 土 
10YR5.5/3.5 に ぶ い 黄 褐 色 粘 質 土 
6 層 に 10YR4/2 灰 黄 褐 色 シ ルト と 10YR5/6 褐 色 粘 土 ブ ロッ ク わ ず か に 含む 
10YR5.5/2.5 灰 黄 褐 色 粘土 
10YR5/4 に ぶ い 黄 褐 色 粘 土 に 2.5Y7/2 灰 黄色 粘土 ブロ ッ ク わ ず か に 含む 
10YR5/3.5 に ぶ ぷ ぶ い 黄 褐 色 粘 質 粗 砂 十 2.5Y7/4 浅 黄色 シル ト 質 粘土 

寺 10YR3.5/3 暗 褐色 粘 質 粗 砂 (Mn・ 遺 物 含む ) 
10YR5/3 に ぶ い 黄 褐 色 粘 土 
2.5Y5/1 黄 褐色 シル ト 質 粘土 
10YR5/4 に ぶ い 黄 褐 色 粘 土 
10YR4.5/4 褐 色 粘 砂 質 土 
10YR5/3 に ぶ い 黄 褐 色 粘 質 細 砂 (Mn 含む ) 
10YR5/2.5 灰 黄 褐色 粘 質 土 (Mn 含む ) 
10YR4/3 に ぶ い 黄 褐 色 粘 砂 質 土 (Mn 多く ・ 遺 物 含 む ) 
10YR5/2 灰 黄 褐色 粘 砂 質 土 (Mn 含む ) 
2.5Y6/3 に ぶ い 黄色 粘 質 シル ト (Mn 含む ) 
10YR6/4 に ぶ い 黄 頂 色 粘 土 (Mn 含む ) 

No. 56 
2.5Y6/2 灰 黄色 細 砂 質 土 (3 層 2 次 堆積 ・ 遺 物 含む ) 
2.5Y5/2 暗 灰 黄色 細 砂 質 土 

(10 層 ホブ ロッ ク わ ず か に ・ 遺 物 含む ) 
2.5Y5/3 黄 褐色 粘 砂 質 土 
2.5Y5/6 黄 褐色 シル ト 質 土 
2.5Y4/3 オ リー ブ 宰 色 砂 質 土 

(10 層 ホブ ロッ ク ま ば ら に 含む ) 
2.5Y3/2 黒 褐色 シル ト 質 土 
2.5Y4/2 暗 灰 黄色 シル ト 質 土 
2.5Y4/2 暗 灰 黄色 シル ト 質 土 

(10 層 小 ブ ロッ ク わ ず か に 含む ) 
2.5Y4/3 オ リー ブ 褐 色 シ ルト 質 土 

(10 層 ホブ ロッ ク ま ば ら に 含む ) 
2.5Y4/4 オ リー ブ 褐 色 褐 斑 混 入 粘 質 土 

ー2 ク 2 一



8.000m ーー 5 ー プ 7 ーー No. 74 

10YR6/2 灰 黄 褐色 細 砂 質 土 (Fe 沈着 ) 
10YR5/4 に ぶ い 黄 褐 色 粘 砂 質 土 (遺物 含む ) 
2.5Y5/3 黄 褐色 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含 む ) 
10YR5/4 黄 褐色 粘 質 土 (Mn 含む ) 
10YR5/2.5 灰 黄 褐色 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含む ) 
10YR5/3 に ぶ い 黄 褐 色 粘 砂 質 土 (Mn 含む ) 
2.5Y7/2 灰 黄色 粘 質 土 圭 10YR5/6 黄 褐色 粘 質 土 

(Mn 多く 含む ) 
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No. 83 
1 耕作 土 
2 10YR5/6 黄 褐色 粘 砂 質 土 (遺物 含む ) 
3 2.5Y5.5/3 黄 褐色 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含 む ) 
4 

5 

2.5Y4/2 暗 灰 黄色 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含 む ) 
2.5Y4/2 礎 混 暗 灰 黄 色 粘 質 土 

(Mn・ ゅ 3cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含む ) 
10YR3/2 黒 褐色 粘 質 土 
(Mn・ 遺 物 ・ の る 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 まばら に 含む ) 
10YR5/1.5 灰 黄 褐 色 粘 質 シ ルト (遺物 含む ) 
2.5Y4/4 礎 混 オ リー ブ 褐 色 粘 土 

(遺物 ・ の る 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 多 く 含む ) 
9 10YR4/2 礎 混 灰 黄 褐 色 粘 質 土 

(Mn・ ゅ の 3cm 以 下 腐 り 礎 含 む ) 
10YR4.5/2 灰 黄 褐 色 細 砂 
10YR4/2 礎 混 灰 黄 褐 色 細 砂 (の 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 多 く 含む ) 
10YR5/2.5 灰 黄 褐 色 粘 質 細 砂 
2.5Y5/3 黄 褐色 粘 質 土 (Mn 含む ) 
2.5Y5/2 暗 灰 黄 色 粘 質 土 (Mn 含む 、 湧 水 ) 
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No. 89 

10YR5.5/6 黄 褐色 極細 砂 質 土 (遺物 含む ) 
10YR5/6 黄 褐色 粘 極細 砂 質 土 (遺物 含む ) 
2.5Y5/3.5 黄 褐色 極細 砂 質 土 (Mn まばら に ・ 遺 物 含む ) 
2.5Y5/3 黄 褐色 極細 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含 む ) 
10YR3/3 暗 褐色 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 多 く 含 む ) 
10YR2/2 黒 褐色 粘 質 土 (Mn・ 遺 物 含 む ) 
10YR2.5/2 黒 褐色 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含む ) 
10YR3/2 黒 褐色 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含む ) 
2.5Y4.5/5 オ リー ブ 褐 色 粘 質 土 (Mn 含む ) 
2.5Y3/3 礎 混 暗 オリ ー ブ 褐 色 粘 砂 質 土 

(の 15cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 多く 含む ) 
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No. 91 

耕作 土 (遺物 含む ) 
2.5Y5/4 黄 褐色 極細 砂 質 土 (遺物 含む ) 
2.5Y5/3 黄 褐色 極細 砂 質 土 (Mn 含む ) 
2.5Y5/3 黄 褐色 粘 極細 砂 質 土 (遺物 含む ) 
2.5Y4/2 暗 灰 黄色 極細 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含む ) 
5 層 十 8 層 (遺物 含む ) 
10YR3/2 黒 褐色 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 含 む ) 
10YR2.5/2 褐 色 粘 砂 質 土 (Mn・ 遺 物 多 く 含む ) 
10YR2/2 黒 褐色 粘 砂 質 土 

(Mn・ 遺 物 多 く ・ の 3cm 以 下 礎 まばら に 含む ) 
10YR2/1.5 黒 褐色 粘 砂 質 土 

(Mn・ 遺 物 多 く ・ の 5cm 以 下 礎 まばら に 含む ) 
10YR3/2 黒 褐色 粘 質 土 (Mn・ 遺 物 多 く 含む ) 
16 層 十 10YR2.5/1.5 黒 褐色 粘 質 土 (遺物 含む ) 
10YR2/2 黒 褐色 粘 質 土 (Mn・ 遺 物 含 む ) 
10YR3.5/1 礎 混 黒 褐色 粘 質 土 

(遺物 多く ・ ゅ の 10cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含 む ) 
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10YR5/3 に ぶ い 黄 褐 色 粘 砂 質 土 (Mn 含む ) 
10YR5/2 礎 混 灰 黄 褐 色 粘 粗 砂 質 土 

(の 5cm 以 下 礎 ・ 腐 り 礎 含 む ) 
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2.5Y5/3 黄 褐色 細 砂 質 土 (遺物 含む ) 
2.5Y3/3 暗 オリ ー ブ 褐 色 シ ルト 質 細 砂 (遺物 含む ) 
2.5Y3/1 黒 褐色 シル ト 質 土 (遺物 含む ) 
10YR3/1 黒 褐色 シル ト 質 土 (遺物 含む ) 
10YR2/2 黒 褐色 シル ト (遺物 含む ) 
2.5Y2/1 黒 色 シ ルト 
10YR3/1 礎 混 黒 褐色 粘 質 土 

( ゅ 1…15cm 春 まばら に 含む ) 
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8 10YR4/2 灰 黄 褐色 粘 質 土 

N 

ir 人 < デニ 
| 1 _ 10YR5/3 に ぶ い 黄 褐 色 細 砂 質 土 

2 10YR4/2 灰 黄 褐色 褐 斑 混入 砂 質 土 
3 10YR3/2 黒 褐色 褐 斑 混入 シル ト 質 土 

(6 層 小 ブロ ッ ク ま ば ら に 含む ) 
4 10YR2/2 黒 褐色 シル ト 質 土 

(6 層 小 ブロ ッ ク わ ず か に 含む ) 
5 10YR3/2 黒 褐色 シル ト 質 土 

(6 層 小 ブロ ッ ク ま ば ら に 含む ) 
6 2.5Y4/4 オ リー ブ 褐 色 褐 斑 混入 土 
7 10YR5/8 黄 褐色 粘 質 土 
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調査 の 位置 
調査 内 容 
本 調査 は 

ある 

1 

東 を 市 道 ン 傾斜 する 水田 か ら な り ーー 

北西 部 に は 古代 官 衛 遣 跡 ン 

思 き ゆ 再 ン 

る 県 営 場 整備 事業 に 伴う 分 布 調査 で 神代 国 衛 地区 一 賀集 立川 瀬 地 区 で 計画 され て い 

原平 野中 央 南 寄 り の 南東 か ら 北 西 に 緩やか 

ン 

北 を 馬 乗 捨 川 に 挟ま れ た 範囲 で ヽ 

ょ 、 大 半 が 野菜 作付 け 中 の 農地 で ある こと か ら ( 

調査 地 は 、 CO 

南 を 和牛 内 川 1 市 ・ 神 代 線 、 西 を 大 日 川 

調査 地 の 現状 O の 嫁 ヶ 渕 遺 跡 が 分 布 す る 

(S=1/12000) 

調査 地 詳細 図



分 を 踏査 し て 遺物 の 散布 状況 を 確認 する 方 法 で 進め て いっ た 。 

調査 の 結果 、 ほ ぼ 調 査 地 全体 で 遺物 の 散布 が 確認 で きた 。 採 集 遺 物 に は 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 陶 磁器 ・ 

上 ・ サ ヌカ イト な ど が あり 、 和 牛 内 川 か ら 大 日 川沿 い の 南 西部 に 多く 、 馬 乗 捨 川沿 い の 北 東部 は 少な 
い 傾 向 に ある 。 ま た 、 こ れ ま で 岡本 稔 氏 が 指摘 し て いた (「 淡 路 古 瓦 集成 」『 淡 路地 方 史 研 究 会 会 誌 」 
昭和 39 年 ) 国 衛 廃 寺跡 周辺 で 瓦 が 散布 する こと が 再 確 認 で きた こと が 大 き な 成 果 と いえ よう 。 瓦 の 

採集 量 は 多く な いる の の 、 調 査 地 南 寄 り の 約 200 一 250m の 人 範囲 を 中 心 に 散布 する こと が 分 か っ た 

( 全 地 点 )。 軒 上 瓦 は 認め られ ず 、 須 恵 質 の も の が 主体 と な る 。 平 紀 の 凸 面 が 無 文 や 小さ な 斜 格子 の る 
の が 幾つ か 認め られ る 。 こ の 凸 面 に 小さ な 終 格 子 が 施さ れ た 平戸 は 、 八 木 地 域 に ある 淡路 国分 寺跡 

や 国分 尼寺 跡 で る 出土 し て お り 注 意 さ れる 。 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 は ほぼ 調査 地 全域 に 遺物 が 散布 する こと が 確認 で きた 。 特に 国 衛 廃 寺跡 周辺 で は 、 

凸 面 に 国分 寺跡 や 国分 尼寺 跡 と 同じ 調整 が 施さ れ た 瓦 が 採集 で き て お り 、 周 辺 に 奈良 一 平安 時 代 頃 
の 上 瓦 を 伴う 遺跡 が 存在 する 可能 性 が 非常 に 高い 。 (坂口 ) 

ビー 、g 
5 6 

・2 _ 189 地点 4・6 429 地点 
3 269 地 点 5 294 地 点 

0 (S=1/5 瓦 ) 20cm 
] 

3 0 (S=1/4 土器 ) 20cm ー ー 1 = 

? し | 
採集 遺物 

調査 地 遠 景 ( 南 よ り ) 国 衝 廃 寺跡 近 景 (北東 より )
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